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1.序序序序 
既報

2-5)
では空調設計用蓄熱負荷を、前夜の空調停止に

よる成分と休日の空調停止による成分の 2 つに分け、それ

ぞれ連日運転蓄熱負荷、蓄熱負荷休日成分として新たに

定義し、特性解析から空調設計用蓄熱負荷計算法を立案

5)

した。本報ではその空調設計用蓄熱負荷計算法を利用し

て求めた装置容量の安全度を評価し、空調設計用蓄熱負

荷計算法の妥当性の確認を行った。 

2. 空調空調空調空調設計用蓄熱負荷設計用蓄熱負荷設計用蓄熱負荷設計用蓄熱負荷計算計算計算計算法を利用法を利用法を利用法を利用して求めた装置容量して求めた装置容量して求めた装置容量して求めた装置容量

の安全度評価方法の安全度評価方法の安全度評価方法の安全度評価方法 
空調設計用蓄熱負荷計算法を利用した装置容量の安全

度の評価方法を図 1 にまとめた。まず BEST による日周期

定常最大熱負荷計算から連続運転の装置容量を求めた。

次に、空調設計用蓄熱負荷計算法より連日運転および週

休 2 日運転の蓄熱負荷を算出し、それぞれを連続運転の装

置容量に加算することで、連日運転および週休 2 日運転の

装置容量を決定する。連続運転、連日運転および週休 2 日

運転それぞれの装置容量で 10 年実在気象データを利用す

る熱負荷計算から求められる能力不足時間率（年基準）

で装置容量の安全度を評価する。本評価ではインテリア

ゾーン、ペリメータゾーンのゾーン間換気量は十分に多

く、両ゾーンの室温は常に等しいとした。 

3. 各種要因と装置容量の安全度各種要因と装置容量の安全度各種要因と装置容量の安全度各種要因と装置容量の安全度 
第 18 報で示したオフィス基準条件をもとにケーススタ

ディを行い、本報で示した方法により装置容量の安全度

評価を行った。週休 2 日運転用装置容量とその内訳（連続

運転装置容量、各蓄熱負荷）、また、連日運転および週休

2 日運転の最大熱負荷の能力不足時間率を図 2、図 3 に示

す。各種要因各ケース全てにおいて室奥行き 5m、10m、

15m、25m の 4 ケースについて解析した。暖房（北方位）

において室奥行き 15m の場合、予熱終了時刻における連

続運転の暖房負荷はなく、予熱終了以降の暖房負荷の全

てが蓄熱負荷である。全ての要因において連日運転の能

力不足時間率は 0.4%以下、週休 2 日運転の能力不足時間

率は 1%以下となり、連日運転および週休 2 日運転それぞ

れの装置容量の安全度が確認できる。室奥行きが大きく

なると熱損失係数が小さくなり計算法より算出した暖房

蓄熱負荷が小さく見積もられるため、室奥行きが大きい

ケースの能力不足時間率が高い。冷房（東方位）は連続

運転の装置容量が 35W/㎡程度と、週休 2 日運転の装置容

量の約半分あるいはそれ以上を示し、冷房負荷のうち蓄

熱負荷以上に日射負荷や内部発熱負荷などの占める割合

が大きい。気温日較差が大きく日中の外気温も高い鹿児

島は、朝方の外気温と設定室温の差が比較的大きくない

ために計算法より算出した冷房蓄熱負荷が小さく見積も

られ、他のケースよりも高い能力不足時間率を示す。連

日運転および週休 2 日運転の能力不足時間率の累積頻度を

図 4 に示す。冷房北方位の連日運転において 15 ケース

（全体の約 20%）で能力不足時間率が 1%を超えるが、い

ずれも 0.2℃程度設定室温に満たないことによるもので、

大きな室温上昇ではないことが確認できている。他の方

位では約 8 割のケースで能力不足時間率が 0.5%以下、冷

房西方位の連日運転においても能力不足時間率 0.6%以下

となり、全体的に装置容量の安全度が確認できる。 

4.結結結結 
空調設計用蓄熱負荷計算法を利用して求めた装置容量

の安全度評価から、その妥当性を確認した。 

図 1 装置容量の安全度の評価方法 
※１ 連続運転の精度検討の際は、10 年熱負荷計算でも連続運転で解析 

※１ 

連続運転 連日運転 週休 2 日運転 

BEST シミュレーションによる日周期定常最大熱負荷計算から 

連続運転の装置容量を決定 

空調設計用蓄熱負荷計算法より連日運転 

および週休 2 日運転の蓄熱負荷を算出し、 

それぞれ連続運転の装置容量に加算 

10 年 EA 気象データを利用して熱負荷計算を行い、能力不足時間率を算出 

装置容量の安全度の検討 

装置容量決定 
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【図 2、図 3 注記】 
・装置容量は室奥行き 15m のインテリアゾーンの空調機の装置容量を示す。 
・室奥行き 5m はペリメータ奥行き 2.5m、室奥行き 10m 以上はペリメータ奥行き 5m で解析。 

図 4 能力不足時間率の累積頻度（各方位 80 ケース） 
【図 4 注記】 
基準条件（1 ケース）、予冷熱時間（2 ケース）、窓ガラス種類（2 ケース）、窓面積率（2 ケース）、地域（2 ケース）、設定室温（2 ケース）、 
建物断熱性（1 ケース）、家具類熱容量（2 ケース）、空調時間（2 ケース）の計 16 ケースに対してそれぞれ室奥行き 5 ケースについて解析。 

図 3 装置容量の安全度（冷房東方位） 

(a)南方位 (b)西方位 (c)北方位 (d)東方位 

図 2 装置容量の安全度（暖房北方位） 
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